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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △245,872 △346,757

減価償却費 398,767 297,312

のれん償却額 963 △843

貸倒引当金の増減額（△は減少） 472 3,884

賞与引当金の増減額（△は減少） △97,728 △6,219

退職給付引当金の増減額（△は減少） △50,271 △4,165

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △160,320 △43,831

受取利息及び受取配当金 △7,608 △6,922

支払利息 43,963 38,691

有形固定資産除売却損益（△は益） △258 268

たな卸資産評価損 225,607 －

売上債権の増減額（△は増加） 735,343 △102,224

たな卸資産の増減額（△は増加） 21,906 △135,007

仕入債務の増減額（△は減少） △646,562 350,988

未払金の増減額（△は減少） △96,928 △12,082

その他の資産の増減額（△は増加） 9,749 5,559

その他の負債の増減額（△は減少） △87,935 △113,254

投資有価証券評価損益（△は益） 47,734 18,460

株式交付費 58,453 －

小計 149,475 △56,145

利息及び配当金の受取額 8,777 6,989

利息の支払額 △45,571 △39,703

法人税等の支払額 △46,267 △24,180

営業活動によるキャッシュ・フロー 66,414 △113,039

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △149,807 △67,032

定期預金の払戻による収入 187,051 126,002

有価証券の取得による支出 △299,339 －

投資有価証券の取得による支出 △2,430 △2,330

有形固定資産の取得による支出 △173,217 △167,832

有形固定資産の売却による収入 4,744 249

貸付けによる支出 － △3,149

その他の収入 7,764 173,531

投資活動によるキャッシュ・フロー △425,234 59,438

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △52,000 148,000

長期借入金の返済による支出 △323,430 △326,926

長期借入れによる収入 490,000 470,000

社債の償還による支出 △10,500 △10,500

株式の発行による収入 631,822 －

自己株式の取得による支出 △113 △20

財務活動によるキャッシュ・フロー 735,779 280,554

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,895 56,813

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 374,063 283,766

現金及び現金同等物の期首残高 1,245,632 1,840,801

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,619,695 ※  2,124,567
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平成20年11月12日

本多通信工業株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている本

多通信工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、本多通信工業株式会社及び連結子会社の平

成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

追記情報 

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社及び連

結子会社は棚卸資産の評価方法を変更した。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

東陽監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  石  戸  喜  二   印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  池  内  弘  志   印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



 

  

平成21年11月11日

本多通信工業株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている本

多通信工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、本多通信工業株式会社及び連結子会社の平

成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

追記情報 

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年10月１日をもってパナソニック電工株式会社

及びその子会社であるパナソニック電工(香港)有限公司が行っているコネクタ事業の一部を譲り受けた。

また、平成21年10月27日開催の取締役会において、固定資産の譲渡(不動産の売却)の方針を決議した。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

東陽監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  石  戸  喜  二   印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  池  内  弘  志   印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



 
  

【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年11月13日 

【会社名】 本多通信工業株式会社 

【英訳名】 HONDA TSUSHIN KOGYO CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  宮崎 博巳 

【最高財務責任者の役職氏名】 ― 

【本店の所在の場所】 東京都目黒区目黒本町六丁目18番12号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

  

  



当社代表取締役社長 宮崎博巳は、当社の第80期第２四半期(自 平成21年７月１日 至 平成21年９

月30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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